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議  第 3 0 5 6 号 

令和３年 11 月 25 日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                               委員長 上田  武 

 

Ⅰ 開催年月日  令和３年９月 10 日（金） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10 時 00 分～午前 10 時 40 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎上田  武 ○酒井 善広  高瀬 充子 

                本田 利麻  曽田 康司  薮中 一夫 

  中川 加津代 狩野 安郎 

（◎…委員長  ○…副委員長）         

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり（薮下病院長が公務のため欠席） 

     〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 西本 幸夫  池守 凡子  関本 尚彦 

        〔傍 聴 者〕 なし 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

 

議案第 104 号 令和３年度高岡市一般会計補正予算（第５号）のうち本委員会所管分 

議案第 105 号  令和３年度高岡市介護保険事業会計補正予算（第１号） 

議案第 106 号  令和３年度高岡市高岡市民病院事業会計補正予算（第１号） 

議案第 109 号  高岡市手数料条例の一部を改正する条例 

議案第 110 号  高岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例 

議案第 111 号  高岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

及び 

議案第 112 号  高岡市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例 

 

 以上、予算議案３件及び条例議案４件の計７件について、審査の結果、全会一致で、

いずれも原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑等は次のとおり。 〉 

 

（以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示） 
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【議案第 104 号のうち、新型コロナウイルスワクチン接種事業費について】 

○ 接種希望者に対するワクチン接種を早期に完了するため、集団接種の実施回数の増

加やコールセンターの設置を継続するとのことであるが、接種希望者に対するワクチ

ン量は十分に確保されているのか。 

△ 本市においては、現在のところ安定的にワクチン供給されており、希望する方に対

して早期の接種完了を目指したい。 

〇 接種対象者が若年層にも拡大しているが、高齢者と比較して、接種に対する意識が

低い方も多いとのことである。今後、供給されたワクチンを効率よく使用することは

できるのか。また、現在は無駄なくワクチン接種は行われているのか。 

△ ワクチン接種の安全性等についての政府や国の審議会の見解など、正確な情報をＳ

ＮＳやホームページを活用して若年層に対しても発信し続けることが必要であると考

えている。また、無駄なくワクチン接種がされているのかということについては、市

内の医療機関と健康増進課の間で、常にやりとりを行い、無駄が生じないよう対策を

行っている。 

〇 本市における３回目のワクチン接種についての対処方針は。 

△ ３回目のワクチン接種については、国の方で様々な検討がなされている。ただ、３

回接種がすべての方に対して必要かというとそうではなく、服用している薬の種類や

持病の状況により、２回接種しても抗体の量が多くなる方、少なくなる方がいること

など、現在、研究が進められているとのことである。また、世界保健機関（ＷＨＯ）

においては、発展途上国と先進国に接種の格差が生じないよう、年内は３回目接種の

実施を見合わせるよう先進国に要求している。１自治体で決めることはできないが、

本市としてもワクチン接種に関する情報発信を十分にできる体制を組んで行きたい。 

〇 コロナ禍における放課後児童クラブの運営体制及び課題は。 

△ 放課後児童クラブの支援員に対し、新型コロナウイルスワクチンの優先接種を行い、

接種を希望した支援員の９割以上が２回目接種を終えている。また、現場における対

策については、手洗い、消毒、換気等の基本的な感染症対策を行うとともに、支援員

及び児童の健康観察の徹底を行っている。さらに、空きスペースを有効活用するなど

可能な限り密を避けた学童保育の実施や、食事の際には間隔を開けるためにテーブル

を増やしている。これまでの経過について、８月５日に県の警戒レベルがステージ２

に引き上げられた際には、各放課後児童クラブ宛に県の発表した情報を周知して、対

策の徹底を依頼した。８月 10 日に県の感染拡大特別警報が出た際には、マスクの着用、

消毒等、普段の感染予防対策の継続と徹底、不要不急の県外移動の自粛、会食等の自

粛等を依頼した。８月 16 日に県の警戒レベルがステージ３に引き上げられた際には、

さらなる感染防止対策の徹底と、学童の場合は、保護者が家で見られない子を預かる

ので、原則として、開所していただくよう依頼した。課題としては、子どもたちが動

き回るため、三密の回避に苦労していると聞いている。 

〇 放課後児童クラブについては、利用する人数に制限をかけることなく運営されてい

るのか。 

△ その通りである。 

〇 本市の放課後児童クラブにおける新型コロナウイルスの感染状況は。 
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△ 個別の感染状況については、公表されていない。 

〇 コロナ禍において、延長保育のニーズはあるのか。また、利用人数は。 

△ 延長保育については、児童によって利用される曜日が異なっており、コロナ禍の影

響をふまえた具体的な数字は把握していない。ただ、コロナ禍において、延長保育を

申し込みしたが、実際の利用を控えた方もいらっしゃると現場から聞いている。 

〇 本市におけるワクチン接種に対する重篤な副反応の実態は把握しているのか。 

△ 重篤な副反応の事案については、特に聞いていないが、集団接種会場や各医院にお

いて気分が悪くなり、しばらく休んでから帰宅された方はおられる。 

〇 接種会場に行きたくても行けない一人暮らしの高齢者に対するワクチン接種の対応

は。 

△ かかりつけ医と相談の上、自宅でワクチン接種をしている方もいる。接種に行きた

くても行けないという方については、対応方法もあると思うので、ご相談いただきた

い。 

 

【議案第 106 号について】 

〇 高岡市民病院における１日のＰＣＲ検査の状況は。 

△ ＰＣＲ検査の実施件数については、毎日数件から 10 数件程度である。 

〇 新型コロナウイルス感染症患者の受け入れ体制を強化するとのことであるが、医療

現場において、労働環境の変化や感染リスク等を理由とした離職はこれまでにあった

のか。また、処遇改善の取り組みは。 

△ 労働環境の変化や感染リスク等を理由とした離職は無かったと認識している。本院

においては、職員の心のケアに対応できる体制を整えるとともに、新型コロナウイル

ス感染症の防疫作業等に従事した者に対しては、防疫作業手当を支給している。 

〇 引き続き、処遇改善をお願いしたい。（要望） 

 

 

２ 報告事項について 

〈 当局から、報告はなかった。 〉 

 

 

３ 閉会中の継続審査について 

 

   本委員会の所管事項について、閉会中も継続して調査する必要があるため、会議 

  規則第 104 条の規定により、委員長から議長に継続審査を申し出ることとした。 

 

 

４ その他 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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民生病院常任委員会 当局説明員（12 名） 

市民生活部長 二 塚  英 克 市民病院長 薮 下  和 久 

市民生活部次長 

地域安全課長・環境政策室長 
堺   啓 央 市民病院事務局長 柴 田  文 夫 

市民課長 赤 阪  典 子 総務課長 新 田  裕 子 

  医事課長 島 田  輝 

福祉保健部長 川 尻  光 浩   

福祉保健部次長・参事 

社会福祉課長 
山 本  真 弘   

子ども子育て課長 野 村 岳 人   

高齢介護課長 森 川  朋 子   

健康増進課長 長田 由美子   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


